
令和年月日 木曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

四
六

保
険
業
法
第
二
百
七
十
二
条

の
二
十
六
第
一
項
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
少
額
短
期
保
険

業
者
に
業
務
の
一
部
の
停
止

を
命
じ
た
件

二
五

四

〇
金
融
庁
、
総
務
省

一

郵
政
民
営
化
法
第
百
八
条
第

一
号
の
規
定
に
基
づ
く
一
般

の
金
融
機
関
が
な
い
市
町
村

の
区
域
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
一

五

〇
消
費
者
庁

七

健
康
増
進
法
の
規
定
に
基
づ

く
登
録
試
験
機
関
の
登
録
事

項
の
変
更
の
件

一
一

五

〇
総

務

省

二
六
三

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評

価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の

相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る

法
律
第
三
十
条
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
公
示
を
す
る
件

三

二

二
六
四

特
定
機
器
に
係
る
適
合
性
評

価
手
続
の
結
果
の
外
国
と
の

相
互
承
認
の
実
施
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
第
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
特
定
無
線
設
備
の

技
術
基
準
適
合
証
明
等
に
関

す
る
規
則
様
式
第
七
号
の
規

定
に
基
づ
き
登
録
外
国
適
合

性
評
価
機
関
の
区
別
及
び
そ

の
他
の
文
字
等
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

三

二

二
六
五

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
技

術
上
の
基
準
の
細
目
を
定
め

る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る

件

九
188

一

二
六
六

電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則

第
二
十
二
条
の
二
の
七
第
五

項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す

る
件

一
〇

二

二
六
七

令
和
二
年
国
勢
調
査
の
調
査

期
間
等
の
変
更
に
関
す
る
告

示

一
〇

二

二
六
八

登
録
証
明
機
関
の
技
術
基
準

適
合
証
明
の
業
務
を
行
う
事

務
所
の
変
更
に
関
す
る
件

一
四

二

二
六
九

消
防
法
第
二
十
一
条
の
四
十

八
第
二
項
に
規
定
す
る
登
録

検
定
機
関
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
及
び
検
定
等
を
行

う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

に
関
す
る
件

一
五

三

二
七
〇

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の

二
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る

登
録
講
習
機
関
の
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
及
び
講
習
の

業
務
を
取
り
扱
う
事
務
所
の

所
在
地
の
変
更
に
関
す
る
件

一
五

三

二
七
一

消
防
法
施
行
規
則
第
一
条
の

四
第
八
項
に
規
定
す
る
登
録

講
習
機
関
の
主
た
る
事
務
所

の
所
在
地
及
び
講
習
の
業
務

を
取
り
扱
う
事
務
所
の
所
在

地
の
変
更
に
関
す
る
件

一
五

三

二
七
二

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一

条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す

る
登
録
講
習
機
関
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在
地
及
び
講
習

の
業
務
を
取
り
扱
う
事
務
所

の
所
在
地
の
変
更
に
関
す
る

件

一
五

三

二
七
三

地
方
自
治
法
施
行
規
則
第
十

二
条
の
四
の
二
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が

定
め
る
電
子
証
明
書
を
定
め

る
件

一
八

五

二
七
四

特
別
と
ん
譲
与
税
法
施
行
規

則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
令

和
二
年
度
分
の
特
別
と
ん
譲

与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る

開
港
所
在
市
町
村
ご
と
の
率

を
定
め
る
件

一
八
195

四

二
七
五

令
和
二
年
度
地
方
債
計
画
を

公
表
す
る
件
の
全
部
を
改
正

す
る
件

二
五

四

二
七
六

政
党
助
成
法
の
規
定
に
よ
る

政
党
交
付
金
の
使
途
等
に
関

す
る
報
告
書
等
の
提
出
が

あ
っ
た
の
で
要
旨
を
公
表
す

る
件

二
五
200

一

二
七
七

政
党
助
成
法
の
規
定
に
よ
る

政
党
の
支
部
の
解
散
等
に
係

る
支
部
政
党
交
付
金
の
使
途

等
に
関
す
る
支
部
報
告
書
の

提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
を

公
表
す
る
件

二
五
200

二
七
八

電
波
法
第
百
三
条
の
二
第
二

項
の
総
務
大
臣
が
指
定
す
る

周
波
数
を
定
め
る
件

二
八
201
八
二

二
七
九

電
波
法
施
行
規
則
第
十
五
条

の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第

三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
無

線
局
に
使
用
さ
せ
る
電
波
の

周
波
数
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
八
201
八
四

二
八
〇

地
方
税
法
第
三
十
七
条
の
二

第
二
項
及
び
第
三
百
十
四
条

の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

総
務
大
臣
が
指
定
す
る
都
道

府
県
等
を
定
め
る
件

二
九

一

二
八
一

無
線
機
器
型
式
検
定
に
合
格

し
た
機
器
の
件

二
九

二

二
八
二

令
和
二
年
総
務
省
告
示
第
百

六
十
五
号
の
一
部
を
訂
正
す

る
件

二
九
202
三
七

二
八
三

政
党
助
成
法
第
五
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出

事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件

二
九
202
三
七

二
八
四

令
和
元
年
総
務
省
告
示
第
百

八
十
四
号
の
一
部
を
訂
正
す

る
件

二
九
202
三
八

二
八
五

令
和
二
年
総
務
省
告
示
第
八

十
号
の
一
部
を
訂
正
す
る
件

二
九
202
三
八

二
八
六

端
末
設
備
で
あ
っ
て
電
波
を

使
用
す
る
も
の
の
う
ち
、
利

用
者
か
ら
の
接
続
の
請
求
を

拒
め
な
い
も
の
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
九
202
三
九

二
八
七

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合

認
定
等
に
関
す
る
試
験
方
法

を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
九
202
三
九

二
八
八

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ

ル
電
話
端
末
及
び
専
用
通
信

回
線
設
備
等
端
末
の
電
気
的

条
件
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

二
九
202
四
〇

二
八
九

端
末
設
備
等
規
則
の
規
定
に

よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
合
理

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト

コ
ル
移
動
電
話
端
末
等
及
び

そ
の
条
件
等
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
九
202
四
三

二
九
〇

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ

ル
移
動
電
話
端
末
又
は
自
営

電
気
通
信
設
備
で
あ
っ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ

ル
移
動
電
話
用
設
備
に
接
続

さ
れ
る
も
の
の
送
信
タ
イ
ミ

ン
グ
の
条
件
等
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二
九
202
四
四




		2020-10-07T14:51:43+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




